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月刊まち･コミ2008年12月号 2008年12月1日発行

　

1 11 11 11 11 1 月号に引き続き、月号に引き続き、月号に引き続き、月号に引き続き、月号に引き続き、年表と写真でまちコミの活動と御蔵を振り返ります。年表と写真でまちコミの活動と御蔵を振り返ります。年表と写真でまちコミの活動と御蔵を振り返ります。年表と写真でまちコミの活動と御蔵を振り返ります。年表と写真でまちコミの活動と御蔵を振り返ります。

2 0 0 72 0 0 72 0 0 72 0 0 72 0 0 7 年年年年年 11111 月～月～月～月～月～ 2 0 0 82 0 0 82 0 0 82 0 0 82 0 0 8 年３月は、年３月は、年３月は、年３月は、年３月は、過去のまとめをし、過去のまとめをし、過去のまとめをし、過去のまとめをし、過去のまとめをし、発信できるように準備する作業や、発信できるように準備する作業や、発信できるように準備する作業や、発信できるように準備する作業や、発信できるように準備する作業や、震災震災震災震災震災

の体験や教訓を伝えることに力を入れる期間となりました。の体験や教訓を伝えることに力を入れる期間となりました。の体験や教訓を伝えることに力を入れる期間となりました。の体験や教訓を伝えることに力を入れる期間となりました。の体験や教訓を伝えることに力を入れる期間となりました。

本年は大変お世話になりました。来年もよろしくお願いいたします。
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月刊まち･コミ2008年12月号 2008年12月1日発行
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/////
99999
　
専
修
大
学
調
査
報
告
交
流

　
専
修
大
学
調
査
報
告
交
流

　
専
修
大
学
調
査
報
告
交
流

　
専
修
大
学
調
査
報
告
交
流

　
専
修
大
学
調
査
報
告
交
流

33333
/////
99999
　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち
・・・・・
コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会
（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

33333
/////
55555
　
東
大
阪
商
店
街
会
長
打
ち
合
わ
せ

　
東
大
阪
商
店
街
会
長
打
ち
合
わ
せ

　
東
大
阪
商
店
街
会
長
打
ち
合
わ
せ

　
東
大
阪
商
店
街
会
長
打
ち
合
わ
せ

　
東
大
阪
商
店
街
会
長
打
ち
合
わ
せ

22222
/////
2323232323
　
宮
城
県
社
協
講
演

　
宮
城
県
社
協
講
演

　
宮
城
県
社
協
講
演

　
宮
城
県
社
協
講
演

　
宮
城
県
社
協
講
演

22222
/////
2323232323
　　　　　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入
（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）

11111
/////
1919191919
　
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
視
察
受
入

　
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
視
察
受
入

　
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
視
察
受
入

　
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
視
察
受
入

　
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
視
察
受
入

11111
/////
1919191919
　
東
京
都
港
区
講
演

　
東
京
都
港
区
講
演

　
東
京
都
港
区
講
演

　
東
京
都
港
区
講
演

　
東
京
都
港
区
講
演

11111
/////
1717171717
　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

11111
/////
1414141414
　
復
興
塾
視
察
受
入

　
復
興
塾
視
察
受
入

　
復
興
塾
視
察
受
入

　
復
興
塾
視
察
受
入

　
復
興
塾
視
察
受
入

11111
/////
1414141414
　
関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所
シ
ン
ポ
参
加

　
関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所
シ
ン
ポ
参
加

　
関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所
シ
ン
ポ
参
加

　
関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所
シ
ン
ポ
参
加

　
関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所
シ
ン
ポ
参
加

11111
/////
1414141414
　
慰
霊
法
要

　
慰
霊
法
要

　
慰
霊
法
要

　
慰
霊
法
要

　
慰
霊
法
要

【【【【【
0707070707
年
】
年
】
年
】
年
】
年
】



－3－

月刊まち･コミ2008年12月号 2008年12月1日発行
33333
/////
1212121212
　
新
潟
県
糸
魚
川
市
立
糸
魚
川
東
中
講
演

　
新
潟
県
糸
魚
川
市
立
糸
魚
川
東
中
講
演

　
新
潟
県
糸
魚
川
市
立
糸
魚
川
東
中
講
演

　
新
潟
県
糸
魚
川
市
立
糸
魚
川
東
中
講
演

　
新
潟
県
糸
魚
川
市
立
糸
魚
川
東
中
講
演

33333
/////
99999
　
墨
田
区
建
築
士
研
修
受
入

　
墨
田
区
建
築
士
研
修
受
入

　
墨
田
区
建
築
士
研
修
受
入

　
墨
田
区
建
築
士
研
修
受
入

　
墨
田
区
建
築
士
研
修
受
入

33333
/////
66666
　　　　　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ト
ル
コ
視
察
受
入

33333
/////
55555
　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち
・・・・・
コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会
（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

33333
/////
11111
　
愛
媛
県
宇
和
島
市
講
演

　
愛
媛
県
宇
和
島
市
講
演

　
愛
媛
県
宇
和
島
市
講
演

　
愛
媛
県
宇
和
島
市
講
演

　
愛
媛
県
宇
和
島
市
講
演

22222
/////
1717171717
　
東
京
都
足
立
区
講
演

　
東
京
都
足
立
区
講
演

　
東
京
都
足
立
区
講
演

　
東
京
都
足
立
区
講
演

　
東
京
都
足
立
区
講
演

22222
/////
1010101010
　
イ
ン
ド
バ
イ
オ
ト
イ
レ
建
設

　
イ
ン
ド
バ
イ
オ
ト
イ
レ
建
設

　
イ
ン
ド
バ
イ
オ
ト
イ
レ
建
設

　
イ
ン
ド
バ
イ
オ
ト
イ
レ
建
設

　
イ
ン
ド
バ
イ
オ
ト
イ
レ
建
設
（
南
イ
ン
ド
〜

（
南
イ
ン
ド
〜

（
南
イ
ン
ド
〜

（
南
イ
ン
ド
〜

（
南
イ
ン
ド
〜
22222
/////
2323232323
）））））

22222
/////
11111
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視
察
調
査
交
流

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視
察
調
査
交
流

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視
察
調
査
交
流

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視
察
調
査
交
流

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視
察
調
査
交
流
（
〜
（
〜
（
〜
（
〜
（
〜
22222
/////
1010101010
）））））

11111
/////
2626262626
　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
立
郡
山
南
中
地
域
研
修
受
入

　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
立
郡
山
南
中
地
域
研
修
受
入

　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
立
郡
山
南
中
地
域
研
修
受
入

　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
立
郡
山
南
中
地
域
研
修
受
入

　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
立
郡
山
南
中
地
域
研
修
受
入

11111
/////
1717171717
　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

　
ろ
う
そ
く
法
要

【【【【【
0808080808
年
】
年
】
年
】
年
】
年
】

1212121212
/////
3030303030
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
被
災
地
視
察
調
査

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
被
災
地
視
察
調
査

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
被
災
地
視
察
調
査

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
被
災
地
視
察
調
査

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
被
災
地
視
察
調
査
（
〜
（
〜
（
〜
（
〜
（
〜
11111
/////
1212121212
）））））

1212121212
/////
1919191919
　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち
・・・・・
コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会

コ
ミ
運
営
委
員
会
（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

（
神
戸
）

1212121212
/////
1212121212
　
シ
ア
ト
ル
古
民
家
移
築
打
合
せ

　
シ
ア
ト
ル
古
民
家
移
築
打
合
せ

　
シ
ア
ト
ル
古
民
家
移
築
打
合
せ

　
シ
ア
ト
ル
古
民
家
移
築
打
合
せ

　
シ
ア
ト
ル
古
民
家
移
築
打
合
せ
（
駒
澤
大
西
村
先
生
）

（
駒
澤
大
西
村
先
生
）

（
駒
澤
大
西
村
先
生
）

（
駒
澤
大
西
村
先
生
）

（
駒
澤
大
西
村
先
生
）

1212121212
/////
1111111111
　　　　　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
視
察
受
入

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　「「「「「
ＮＮＮＮＮ
ＧＧＧＧＧ
ＯＯＯＯＯ
連連連連連
携携携携携
ののののの
実実実実実
践践践践践
的的的的的
参参参参参
加加加加加
型型型型型
村村村村村
落落落落落
開開開開開
発発発発発
コココココ
ーーーーー
ススススス
」」」」」

1212121212
/////
55555
　
静
岡
県
立
清
水
南
高
校
中
等
部
修
学
旅
行
受
入

　
静
岡
県
立
清
水
南
高
校
中
等
部
修
学
旅
行
受
入

　
静
岡
県
立
清
水
南
高
校
中
等
部
修
学
旅
行
受
入

　
静
岡
県
立
清
水
南
高
校
中
等
部
修
学
旅
行
受
入

　
静
岡
県
立
清
水
南
高
校
中
等
部
修
学
旅
行
受
入

1212121212
/////
22222
　
修
学
旅
行
語
り
部
研
修

　
修
学
旅
行
語
り
部
研
修

　
修
学
旅
行
語
り
部
研
修

　
修
学
旅
行
語
り
部
研
修

　
修
学
旅
行
語
り
部
研
修
（
広
島
）

（
広
島
）

（
広
島
）

（
広
島
）

（
広
島
）

1111111111
/////
2626262626
　　　　　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
米
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
米
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
米
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
米
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
米
視
察
受
入
「
地
域
防
災
対
策
」

「
地
域
防
災
対
策
」

「
地
域
防
災
対
策
」

「
地
域
防
災
対
策
」

「
地
域
防
災
対
策
」

1111111111
/////
2626262626
　
安
山
会
研
修
受
入

　
安
山
会
研
修
受
入

　
安
山
会
研
修
受
入

　
安
山
会
研
修
受
入

　
安
山
会
研
修
受
入

1111111111
/////
1919191919
　
第
５
回
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会
パ
ネ
ラ
ー
出
演

　
第
５
回
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会
パ
ネ
ラ
ー
出
演

　
第
５
回
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会
パ
ネ
ラ
ー
出
演

　
第
５
回
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会
パ
ネ
ラ
ー
出
演

　
第
５
回
火
山
都
市
国
際
会
議
島
原
大
会
パ
ネ
ラ
ー
出
演"" """

1111111111
/////
33333
　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち

　
ま
ち
・・・・・
コ
ミ
の
集
い

コ
ミ
の
集
い

コ
ミ
の
集
い

コ
ミ
の
集
い

コ
ミ
の
集
い

　
　
　
　
　
被
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
現
地
調
査
」

　
　
　
　
　
被
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
現
地
調
査
」

　
　
　
　
　
被
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
現
地
調
査
」

　
　
　
　
　
被
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
現
地
調
査
」

　
　
　
　
　
被
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
現
地
調
査
」

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　「「「「「
防防防防防
災災災災災
科科科科科
学学学学学
技技技技技
術術術術術
研研研研研
究究究究究
所所所所所-- ---

阪
神
淡
路
大
震
災
の

阪
神
淡
路
大
震
災
の

阪
神
淡
路
大
震
災
の

阪
神
淡
路
大
震
災
の

阪
神
淡
路
大
震
災
の

1111111111
/////
11111
　
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

　
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

　
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

　
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

　
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

1111111111
/////
11111
　
新
潟
県
柏
崎
市
立
剣
野
小
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
新
潟
県
柏
崎
市
立
剣
野
小
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
新
潟
県
柏
崎
市
立
剣
野
小
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
新
潟
県
柏
崎
市
立
剣
野
小
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
新
潟
県
柏
崎
市
立
剣
野
小
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
　
　
　
市
民
社
会
組
織
と
の
協
働
関
係
」

　
　
　
　
市
民
社
会
組
織
と
の
協
働
関
係
」

　
　
　
　
市
民
社
会
組
織
と
の
協
働
関
係
」

　
　
　
　
市
民
社
会
組
織
と
の
協
働
関
係
」

　
　
　
　
市
民
社
会
組
織
と
の
協
働
関
係
」

1010101010
/////
3030303030
　　　　　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
視
察
受
入
「
地
方
自
治
体
と

「
地
方
自
治
体
と

「
地
方
自
治
体
と

「
地
方
自
治
体
と

「
地
方
自
治
体
と

1010101010
/////
3030303030
　
修
学
旅
行
受
入

　
修
学
旅
行
受
入

　
修
学
旅
行
受
入

　
修
学
旅
行
受
入

　
修
学
旅
行
受
入
（
滑
川
総
合
高
等
学
校
）

（
滑
川
総
合
高
等
学
校
）

（
滑
川
総
合
高
等
学
校
）

（
滑
川
総
合
高
等
学
校
）

（
滑
川
総
合
高
等
学
校
）

1010101010
/////
2828282828
　
大
真
空
労
働
組
合

　
大
真
空
労
働
組
合

　
大
真
空
労
働
組
合

　
大
真
空
労
働
組
合

　
大
真
空
労
働
組
合
「
語
り
部
と
歩
く
被
災
地
巡
り
」

「
語
り
部
と
歩
く
被
災
地
巡
り
」

「
語
り
部
と
歩
く
被
災
地
巡
り
」

「
語
り
部
と
歩
く
被
災
地
巡
り
」

「
語
り
部
と
歩
く
被
災
地
巡
り
」

1010101010
/////
2121212121
　
出
石
市
民
農
園
黒
豆
収
穫

　
出
石
市
民
農
園
黒
豆
収
穫

　
出
石
市
民
農
園
黒
豆
収
穫

　
出
石
市
民
農
園
黒
豆
収
穫

　
出
石
市
民
農
園
黒
豆
収
穫
・・・・・
出
荷
収
穫
祭

出
荷
収
穫
祭

出
荷
収
穫
祭

出
荷
収
穫
祭

出
荷
収
穫
祭

1010101010
/////
2020202020
　
山
鹿
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
研
修
受
入

　
山
鹿
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
研
修
受
入

　
山
鹿
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
研
修
受
入

　
山
鹿
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
研
修
受
入

　
山
鹿
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
研
修
受
入

1010101010
/////
1919191919
　
和
歌
山
県
日
高
川
町
立
早
蘇
中
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
和
歌
山
県
日
高
川
町
立
早
蘇
中
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
和
歌
山
県
日
高
川
町
立
早
蘇
中
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
和
歌
山
県
日
高
川
町
立
早
蘇
中
学
校
修
学
旅
行
受
入

　
和
歌
山
県
日
高
川
町
立
早
蘇
中
学
校
修
学
旅
行
受
入

1010101010
/////
99999
　
大
阪
府
職
員
有
志
視
察
受
入

　
大
阪
府
職
員
有
志
視
察
受
入

　
大
阪
府
職
員
有
志
視
察
受
入

　
大
阪
府
職
員
有
志
視
察
受
入

　
大
阪
府
職
員
有
志
視
察
受
入

99999
/////
2929292929
　
ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構

　
ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構

　
ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構

　
ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構

　
ま
ち
づ
く
り
支
援
機
構
「
宮
城
県
災
害
復
興
支
援
士
業

「
宮
城
県
災
害
復
興
支
援
士
業

「
宮
城
県
災
害
復
興
支
援
士
業

「
宮
城
県
災
害
復
興
支
援
士
業

「
宮
城
県
災
害
復
興
支
援
士
業

　
　
　
　
連
絡
会

　
　
　
　
連
絡
会

　
　
　
　
連
絡
会

　
　
　
　
連
絡
会

　
　
　
　
連
絡
会-- ---

神
戸
被
災
地
視
察
」

神
戸
被
災
地
視
察
」

神
戸
被
災
地
視
察
」

神
戸
被
災
地
視
察
」

神
戸
被
災
地
視
察
」
受
入
受
入
受
入
受
入
受
入

99999
/////
2828282828
　
津
幡
町
研
修
受
入

　
津
幡
町
研
修
受
入

　
津
幡
町
研
修
受
入

　
津
幡
町
研
修
受
入

　
津
幡
町
研
修
受
入

99999
/////
1111111111
　
京
都
大
学
防
災
研
究
所

　
京
都
大
学
防
災
研
究
所

　
京
都
大
学
防
災
研
究
所

　
京
都
大
学
防
災
研
究
所

　
京
都
大
学
防
災
研
究
所
「
世
界
の
災
害
か
ら
の
復
興
プ

「
世
界
の
災
害
か
ら
の
復
興
プ

「
世
界
の
災
害
か
ら
の
復
興
プ

「
世
界
の
災
害
か
ら
の
復
興
プ

「
世
界
の
災
害
か
ら
の
復
興
プ

　
　
　
　
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
」

　
　
　
　
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
」

　
　
　
　
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
」

　
　
　
　
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
」

　
　
　
　
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
」
研
修
受
入

研
修
受
入

研
修
受
入

研
修
受
入

研
修
受
入

99999
/////
11111
　
連
合
愛
知
有
志
研
修
受
入

　
連
合
愛
知
有
志
研
修
受
入

　
連
合
愛
知
有
志
研
修
受
入

　
連
合
愛
知
有
志
研
修
受
入

　
連
合
愛
知
有
志
研
修
受
入

88888
/////
2525252525
　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
カ
ル
タ
会

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
カ
ル
タ
会

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
カ
ル
タ
会

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
カ
ル
タ
会

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
カ
ル
タ
会
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月刊まち･コミ2008年12月号 2008年12月1日発行

　

　進行性の筋ジストロフィーって言う全身の筋力が無くなる病気なんですよ。進行性の筋ジストロフィーって言う全身の筋力が無くなる病気なんですよ。進行性の筋ジストロフィーって言う全身の筋力が無くなる病気なんですよ。進行性の筋ジストロフィーって言う全身の筋力が無くなる病気なんですよ。進行性の筋ジストロフィーって言う全身の筋力が無くなる病気なんですよ。握力が右手握力が右手握力が右手握力が右手握力が右手

ががががが 55555 で左手がで左手がで左手がで左手がで左手が33333 くらいなんですよ。くらいなんですよ。くらいなんですよ。くらいなんですよ。くらいなんですよ。だから現在も震災当時も車椅子生活でした。だから現在も震災当時も車椅子生活でした。だから現在も震災当時も車椅子生活でした。だから現在も震災当時も車椅子生活でした。だから現在も震災当時も車椅子生活でした。

　　　　　震災当時も長田区で震災当時も長田区で震災当時も長田区で震災当時も長田区で震災当時も長田区で、、、、、兄夫婦と一緒に暮らしていました。兄夫婦と一緒に暮らしていました。兄夫婦と一緒に暮らしていました。兄夫婦と一緒に暮らしていました。兄夫婦と一緒に暮らしていました。震災の時はグラッと揺れた震災の時はグラッと揺れた震災の時はグラッと揺れた震災の時はグラッと揺れた震災の時はグラッと揺れた

途端にガッと私の体に屋根が倒れてきて、途端にガッと私の体に屋根が倒れてきて、途端にガッと私の体に屋根が倒れてきて、途端にガッと私の体に屋根が倒れてきて、途端にガッと私の体に屋根が倒れてきて、柱がバァーと倒れてきているし柱がバァーと倒れてきているし柱がバァーと倒れてきているし柱がバァーと倒れてきているし柱がバァーと倒れてきているし、、、、、余震がくる余震がくる余震がくる余震がくる余震がくる

度に砂がザァーと中に入ってきて蟻地獄みたいやったんですよ。度に砂がザァーと中に入ってきて蟻地獄みたいやったんですよ。度に砂がザァーと中に入ってきて蟻地獄みたいやったんですよ。度に砂がザァーと中に入ってきて蟻地獄みたいやったんですよ。度に砂がザァーと中に入ってきて蟻地獄みたいやったんですよ。埋まっていて、埋まっていて、埋まっていて、埋まっていて、埋まっていて、病気で病気で病気で病気で病気で

なかったら手が動かせてガァーと外に出られたかもしれないですけど、なかったら手が動かせてガァーと外に出られたかもしれないですけど、なかったら手が動かせてガァーと外に出られたかもしれないですけど、なかったら手が動かせてガァーと外に出られたかもしれないですけど、なかったら手が動かせてガァーと外に出られたかもしれないですけど、ボソっとはまっボソっとはまっボソっとはまっボソっとはまっボソっとはまっ

てしまって、てしまって、てしまって、てしまって、てしまって、もがいても全然身動きできない状態で、もがいても全然身動きできない状態で、もがいても全然身動きできない状態で、もがいても全然身動きできない状態で、もがいても全然身動きできない状態で、だからだからだからだからだから「「「「「どどどどどうううううすすすすするるるるるののののの私私私私私？？？？？火火火火火がががががくくくくくるるるるる

よ」よ」よ」よ」よ」って思って、って思って、って思って、って思って、って思って、外では近所の人が外では近所の人が外では近所の人が外では近所の人が外では近所の人が「「「「「火火火火火事事事事事ややややや、、、、、火事や」火事や」火事や」火事や」火事や」って言っているし焼け死ぬのがって言っているし焼け死ぬのがって言っているし焼け死ぬのがって言っているし焼け死ぬのがって言っているし焼け死ぬのが

早いのか、早いのか、早いのか、早いのか、早いのか、砂がどんどんきて生き埋めになるのが早いのかと思いました。砂がどんどんきて生き埋めになるのが早いのかと思いました。砂がどんどんきて生き埋めになるのが早いのかと思いました。砂がどんどんきて生き埋めになるのが早いのかと思いました。砂がどんどんきて生き埋めになるのが早いのかと思いました。でも砂がガァーでも砂がガァーでも砂がガァーでも砂がガァーでも砂がガァー

と入ってくるし、と入ってくるし、と入ってくるし、と入ってくるし、と入ってくるし、「「「「「助助助助助けけけけけててててて」」」」」って言うても屋根から砂が落ちてくるから砂が口の中に入っって言うても屋根から砂が落ちてくるから砂が口の中に入っって言うても屋根から砂が落ちてくるから砂が口の中に入っって言うても屋根から砂が落ちてくるから砂が口の中に入っって言うても屋根から砂が落ちてくるから砂が口の中に入っ

てくるし、てくるし、てくるし、てくるし、てくるし、「「「「「もももももうううううあああああかかかかかんんんんんわわわわわ」」」」」と思ってどうしようって思った時に、と思ってどうしようって思った時に、と思ってどうしようって思った時に、と思ってどうしようって思った時に、と思ってどうしようって思った時に、うちの兄と近所の方々うちの兄と近所の方々うちの兄と近所の方々うちの兄と近所の方々うちの兄と近所の方々

に引っ張りあげてもらったんですよ。に引っ張りあげてもらったんですよ。に引っ張りあげてもらったんですよ。に引っ張りあげてもらったんですよ。に引っ張りあげてもらったんですよ。確か確か確か確か確か3 03 03 03 03 0 分以上は埋まっていましたね。分以上は埋まっていましたね。分以上は埋まっていましたね。分以上は埋まっていましたね。分以上は埋まっていましたね。その震災のその震災のその震災のその震災のその震災の

時に乗っていた車椅子も焼けて溶けてしまっていて。時に乗っていた車椅子も焼けて溶けてしまっていて。時に乗っていた車椅子も焼けて溶けてしまっていて。時に乗っていた車椅子も焼けて溶けてしまっていて。時に乗っていた車椅子も焼けて溶けてしまっていて。震災直後は震災直後は震災直後は震災直後は震災直後は1 01 01 01 01 0 日くらいお風呂にも日くらいお風呂にも日くらいお風呂にも日くらいお風呂にも日くらいお風呂にも

入れなかったんですけど、入れなかったんですけど、入れなかったんですけど、入れなかったんですけど、入れなかったんですけど、そんなことは気にならないくらいに放心状態でしたね。そんなことは気にならないくらいに放心状態でしたね。そんなことは気にならないくらいに放心状態でしたね。そんなことは気にならないくらいに放心状態でしたね。そんなことは気にならないくらいに放心状態でしたね。突然突然突然突然突然

家や車椅子や家具から何もかもが無くなったのでいきなり異次元に行ったような感じが家や車椅子や家具から何もかもが無くなったのでいきなり異次元に行ったような感じが家や車椅子や家具から何もかもが無くなったのでいきなり異次元に行ったような感じが家や車椅子や家具から何もかもが無くなったのでいきなり異次元に行ったような感じが家や車椅子や家具から何もかもが無くなったのでいきなり異次元に行ったような感じが

しました。しました。しました。しました。しました。その後はしばらく区役所に住んだ後に一人で仮設住宅に行き約その後はしばらく区役所に住んだ後に一人で仮設住宅に行き約その後はしばらく区役所に住んだ後に一人で仮設住宅に行き約その後はしばらく区役所に住んだ後に一人で仮設住宅に行き約その後はしばらく区役所に住んだ後に一人で仮設住宅に行き約22222 年年年年年33333ヶ月住んヶ月住んヶ月住んヶ月住んヶ月住ん

でいました。でいました。でいました。でいました。でいました。震災後に初めて一人暮らしをしました。震災後に初めて一人暮らしをしました。震災後に初めて一人暮らしをしました。震災後に初めて一人暮らしをしました。震災後に初めて一人暮らしをしました。

　　　　　震災を通して、震災を通して、震災を通して、震災を通して、震災を通して、人というのは助け合えば生きていけるのかなって感じました。人というのは助け合えば生きていけるのかなって感じました。人というのは助け合えば生きていけるのかなって感じました。人というのは助け合えば生きていけるのかなって感じました。人というのは助け合えば生きていけるのかなって感じました。物がな物がな物がな物がな物がな

くても生きていけると感じました。くても生きていけると感じました。くても生きていけると感じました。くても生きていけると感じました。くても生きていけると感じました。逆に物がないと豊かに生きていけるのかなとも感じ逆に物がないと豊かに生きていけるのかなとも感じ逆に物がないと豊かに生きていけるのかなとも感じ逆に物がないと豊かに生きていけるのかなとも感じ逆に物がないと豊かに生きていけるのかなとも感じ

ました。ました。ました。ました。ました。震災によって色んなダメージは受けましたけど、震災によって色んなダメージは受けましたけど、震災によって色んなダメージは受けましたけど、震災によって色んなダメージは受けましたけど、震災によって色んなダメージは受けましたけど、人の温かさっていうのをすご人の温かさっていうのをすご人の温かさっていうのをすご人の温かさっていうのをすご人の温かさっていうのをすご

い感じました。い感じました。い感じました。い感じました。い感じました。

　　　　　語り部では震災の話を通し、語り部では震災の話を通し、語り部では震災の話を通し、語り部では震災の話を通し、語り部では震災の話を通し、私のような弱者もいたのよ、私のような弱者もいたのよ、私のような弱者もいたのよ、私のような弱者もいたのよ、私のような弱者もいたのよ、障害者もいたのよって、障害者もいたのよって、障害者もいたのよって、障害者もいたのよって、障害者もいたのよって、おおおおお

年寄りの方もいたし、年寄りの方もいたし、年寄りの方もいたし、年寄りの方もいたし、年寄りの方もいたし、助けて欲しい人はたくさんいたの、助けて欲しい人はたくさんいたの、助けて欲しい人はたくさんいたの、助けて欲しい人はたくさんいたの、助けて欲しい人はたくさんいたの、あなた達のような若い人たちあなた達のような若い人たちあなた達のような若い人たちあなた達のような若い人たちあなた達のような若い人たち

の力を貸してっていうのを学生のみなさんに言いたいですね。の力を貸してっていうのを学生のみなさんに言いたいですね。の力を貸してっていうのを学生のみなさんに言いたいですね。の力を貸してっていうのを学生のみなさんに言いたいですね。の力を貸してっていうのを学生のみなさんに言いたいですね。健康で元気であること、健康で元気であること、健康で元気であること、健康で元気であること、健康で元気であること、五五五五五

体満足は凄い幸せなんだよっていうことを知って欲しいですね。体満足は凄い幸せなんだよっていうことを知って欲しいですね。体満足は凄い幸せなんだよっていうことを知って欲しいですね。体満足は凄い幸せなんだよっていうことを知って欲しいですね。体満足は凄い幸せなんだよっていうことを知って欲しいですね。又、又、又、又、又、阪神阪神阪神阪神阪神・・・・・淡路大震災淡路大震災淡路大震災淡路大震災淡路大震災

は町が復興したからそれで終わりではなくて、は町が復興したからそれで終わりではなくて、は町が復興したからそれで終わりではなくて、は町が復興したからそれで終わりではなくて、は町が復興したからそれで終わりではなくて、震災で障害になった方もずっと生き続け震災で障害になった方もずっと生き続け震災で障害になった方もずっと生き続け震災で障害になった方もずっと生き続け震災で障害になった方もずっと生き続け

なくちゃいけないから、なくちゃいけないから、なくちゃいけないから、なくちゃいけないから、なくちゃいけないから、そういう意味では現在もまだ復興は終そういう意味では現在もまだ復興は終そういう意味では現在もまだ復興は終そういう意味では現在もまだ復興は終そういう意味では現在もまだ復興は終

わっていないということも理解して欲しいですね。わっていないということも理解して欲しいですね。わっていないということも理解して欲しいですね。わっていないということも理解して欲しいですね。わっていないということも理解して欲しいですね。学生のみなさ学生のみなさ学生のみなさ学生のみなさ学生のみなさ

んは次の世代を背負ってくれる子たちなので、んは次の世代を背負ってくれる子たちなので、んは次の世代を背負ってくれる子たちなので、んは次の世代を背負ってくれる子たちなので、んは次の世代を背負ってくれる子たちなので、こういうことは伝こういうことは伝こういうことは伝こういうことは伝こういうことは伝

えていかないといけない、えていかないといけない、えていかないといけない、えていかないといけない、えていかないといけない、風化させてはいけないとは思います風化させてはいけないとは思います風化させてはいけないとは思います風化させてはいけないとは思います風化させてはいけないとは思います

ね。ね。ね。ね。ね。特に私が一番伝えたいのは特に私が一番伝えたいのは特に私が一番伝えたいのは特に私が一番伝えたいのは特に私が一番伝えたいのは「「「「「人人人人人ををををを助助助助助けけけけけるるるるるのののののははははは人人人人人」」」」」っていうこっていうこっていうこっていうこっていうこ

とですね。とですね。とですね。とですね。とですね。このこのこのこのこの「「「「「人人人人人ををををを助助助助助けけけけけるるるるるのののののははははは人人人人人」」」」」ということは震災とか関係ということは震災とか関係ということは震災とか関係ということは震災とか関係ということは震災とか関係

なく人間として大事なことなんだよって言うことを一番に伝えたなく人間として大事なことなんだよって言うことを一番に伝えたなく人間として大事なことなんだよって言うことを一番に伝えたなく人間として大事なことなんだよって言うことを一番に伝えたなく人間として大事なことなんだよって言うことを一番に伝えた

いですね。いですね。いですね。いですね。いですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【【【【取取取取取材材材材材     専修大学川島健太郎】専修大学川島健太郎】専修大学川島健太郎】専修大学川島健太郎】専修大学川島健太郎】

　 　　



月刊まち･コミ2008年12月号 2008年12月1日発行

－5－

　淡路島にある淡路市富島地区は、阪神･淡路大震災で建物の８割が全半壊の被害を受け、土地区

画整理事業が行われた地区です。11月30日に、富島地区でのセミナー「災害復興連続セミナー＆復

興まちづくり検証フィールドワーク」（兵庫県震災復興研究センター主催）があり、まち･コミは語

り部さんの研修の一環として参加しました。午前中は室内で富島地区についてのお話しがあり、午

後には実際に富島地区を歩きました。語り部さん達は、地元の方と話をするなど、御蔵と同様に区

画整理が行われた地区の現状に、興味を持っていました。

　また富島地区の後は、野島断層保存館で語り部をされている城本正守さんのお話しを聞き、その

後、保存館の他の語り部さんにも加わっていただき、淡路と神戸の語り部さんの交流の場を持ちま

した。その後、野島断層保存館の見学をし、研修を終えました。他地区の活動を見聞きすることで、

その活動を参考にするだけでなく、自分たちの活動の良さに気づくこともできる、いい研修となり

ました。（戸）

報告：修学旅行への震災学習
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11/1 ～ 11/30

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●●●●●賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員(((((新規新規新規新規新規･････継続継続継続継続継続)))))●●●●●
井筒たかお井筒たかお井筒たかお井筒たかお井筒たかお(((((兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県)))))　尾崎裕子　尾崎裕子　尾崎裕子　尾崎裕子　尾崎裕子(((((愛知県愛知県愛知県愛知県愛知県)))))　成田千尋　成田千尋　成田千尋　成田千尋　成田千尋(((((兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県)))))　大島英司　大島英司　大島英司　大島英司　大島英司(((((東京都東京都東京都東京都東京都)))))　松本誠　松本誠　松本誠　松本誠　松本誠(((((兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県)))))

●●●●●寄付寄付寄付寄付寄付●●●●●
石丸由紀子石丸由紀子石丸由紀子石丸由紀子石丸由紀子(((((東京都東京都東京都東京都東京都)))))　　　　　

●●●●●協力協力協力協力協力●●●●●
社団法人シャンティ国際ボランティア会社団法人シャンティ国際ボランティア会社団法人シャンティ国際ボランティア会社団法人シャンティ国際ボランティア会社団法人シャンティ国際ボランティア会(((((東京都東京都東京都東京都東京都)))))　株式会社兵庫商会　株式会社兵庫商会　株式会社兵庫商会　株式会社兵庫商会　株式会社兵庫商会(((((兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県)))))　　　　　　　　　　　　　　　【【【【【順順順順順不不不不不同同同同同･････敬称略】敬称略】敬称略】敬称略】敬称略】

　まち　まち　まち　まち　まち・・・・・コミでは、コミでは、コミでは、コミでは、コミでは、さらに活発に活動を行うため、さらに活発に活動を行うため、さらに活発に活動を行うため、さらに活発に活動を行うため、さらに活発に活動を行うため、

賛助会員を募集し、賛助会員を募集し、賛助会員を募集し、賛助会員を募集し、賛助会員を募集し、金銭面でのご支援をいただい金銭面でのご支援をいただい金銭面でのご支援をいただい金銭面でのご支援をいただい金銭面でのご支援をいただい

ています。ています。ています。ています。ています。会費は、会費は、会費は、会費は、会費は、事業推進のために活用させて事業推進のために活用させて事業推進のために活用させて事業推進のために活用させて事業推進のために活用させて

いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。賛助会員のみなさまには、賛助会員のみなさまには、賛助会員のみなさまには、賛助会員のみなさまには、賛助会員のみなさまには、会員特会員特会員特会員特会員特

典をご用意しておりますので、典をご用意しておりますので、典をご用意しておりますので、典をご用意しておりますので、典をご用意しておりますので、ぜひ賛助会員へのぜひ賛助会員へのぜひ賛助会員へのぜひ賛助会員へのぜひ賛助会員への

登録をお願いいたします。登録をお願いいたします。登録をお願いいたします。登録をお願いいたします。登録をお願いいたします。

　また、　また、　また、　また、　また、賛助会員は１年更新とさせていただいて賛助会員は１年更新とさせていただいて賛助会員は１年更新とさせていただいて賛助会員は１年更新とさせていただいて賛助会員は１年更新とさせていただいて

います。います。います。います。います。現在賛助会員の方も時期がきましたら、現在賛助会員の方も時期がきましたら、現在賛助会員の方も時期がきましたら、現在賛助会員の方も時期がきましたら、現在賛助会員の方も時期がきましたら、

更新をお願いいたします。更新をお願いいたします。更新をお願いいたします。更新をお願いいたします。更新をお願いいたします。（（（（（期期期期期限限限限限ははははは、、、、、「「「「「月月月月月刊刊刊刊刊まままままちちちちち・・・・・

コミ」コミ」コミ」コミ」コミ」郵送時の封筒の、郵送時の封筒の、郵送時の封筒の、郵送時の封筒の、郵送時の封筒の、宛名の下に記載していま宛名の下に記載していま宛名の下に記載していま宛名の下に記載していま宛名の下に記載していま

すので、すので、すので、すので、すので、ごごごごご確確確確確認認認認認くくくくくだだだだださささささいいいいい。。。。。）））））

会員特典会員特典会員特典会員特典会員特典
◆本誌◆本誌◆本誌◆本誌◆本誌「「「「「月月月月月刊刊刊刊刊まままままちちちちち・・・・・コミ」コミ」コミ」コミ」コミ」の送付。の送付。の送付。の送付。の送付。
◆まち◆まち◆まち◆まち◆まち・・・・・コミュニケーションに関する、コミュニケーションに関する、コミュニケーションに関する、コミュニケーションに関する、コミュニケーションに関する、ＥメールＥメールＥメールＥメールＥメール
での情報送付、での情報送付、での情報送付、での情報送付、での情報送付、W E BW E BW E BW E BW E B の特別ページの参照の特別ページの参照の特別ページの参照の特別ページの参照の特別ページの参照

年会費年会費年会費年会費年会費
個人・法人　年間５０００円
学生　　　　年間３０００円

郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号郵便振替口座番号
００９５０－３－４２７８８

口座名称口座名称口座名称口座名称口座名称
「まち・コミュニケーション事務局」

20082008200820082008 年年年年年 1212121212 月１日発行月１日発行月１日発行月１日発行月１日発行
編集／発行　編集／発行　編集／発行　編集／発行　編集／発行　

定価　１００円定価　１００円定価　１００円定価　１００円定価　１００円

　〒〒〒〒〒 653-0014653-0014653-0014653-0014653-0014

　　　　　　　　　　　　神戸市長田区御蔵通　　　　　　　　　　　　神戸市長田区御蔵通　　　　　　　　　　　　神戸市長田区御蔵通　　　　　　　　　　　　神戸市長田区御蔵通　　　　　　　　　　　　神戸市長田区御蔵通 5-55-55-55-55-5
TELTELTELTELTEL　　　　　078-578-1100078-578-1100078-578-1100078-578-1100078-578-1100 ／／／／／ FAXFAXFAXFAXFAX　　　　　078-576-7961078-576-7961078-576-7961078-576-7961078-576-7961

　〒〒〒〒〒 162-0052162-0052162-0052162-0052162-0052

東京都新宿区戸山東京都新宿区戸山東京都新宿区戸山東京都新宿区戸山東京都新宿区戸山 1-24-11-24-11-24-11-24-11-24-1　　　　　
早稲田大学文学部浦野研究室内早稲田大学文学部浦野研究室内早稲田大学文学部浦野研究室内早稲田大学文学部浦野研究室内早稲田大学文学部浦野研究室内

〒〒〒〒〒 214-8580214-8580214-8580214-8580214-8580

神奈川県川崎市多摩区東三田２丁目神奈川県川崎市多摩区東三田２丁目神奈川県川崎市多摩区東三田２丁目神奈川県川崎市多摩区東三田２丁目神奈川県川崎市多摩区東三田２丁目 1- 11 - 11 - 11 - 11 - 1
専修大学文学部大矢根研究室内専修大学文学部大矢根研究室内専修大学文学部大矢根研究室内専修大学文学部大矢根研究室内専修大学文学部大矢根研究室内

■編集後記　来年も、■編集後記　来年も、■編集後記　来年も、■編集後記　来年も、■編集後記　来年も、１月１月１月１月１月 1717171 71 7 日５時日５時日５時日５時日５時 4646464 64 6 分を御蔵で分を御蔵で分を御蔵で分を御蔵で分を御蔵で
迎えます。迎えます。迎えます。迎えます。迎えます。震災の教訓を生かしたい、震災の教訓を生かしたい、震災の教訓を生かしたい、震災の教訓を生かしたい、震災の教訓を生かしたい、年々その思い年々その思い年々その思い年々その思い年々その思い
が深まりますが深まりますが深まりますが深まりますが深まります(((((戸戸戸戸戸)))))

11/511/511/511/511/5 淡水鎮役所視察受入淡水鎮役所視察受入淡水鎮役所視察受入淡水鎮役所視察受入淡水鎮役所視察受入
11/911/911/911/911/9 安城市にて講演安城市にて講演安城市にて講演安城市にて講演安城市にて講演(((((田中田中田中田中田中)))))
11/1211/1211/1211/1211/12バイオトイレ勉強会バイオトイレ勉強会バイオトイレ勉強会バイオトイレ勉強会バイオトイレ勉強会
11/1311/1311/1311/1311/13岡山市立藤田中学校岡山市立藤田中学校岡山市立藤田中学校岡山市立藤田中学校岡山市立藤田中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震災学習受入震災学習受入震災学習受入震災学習受入震災学習受入
11/1411/1411/1411/1411/14URURURURUR 都市再生機構都市再生機構都市再生機構都市再生機構都市再生機構（（（（（公公公公公団団団団団）））））訪問訪問訪問訪問訪問
11/1911/1911/1911/1911/19宍粟市立一宮南中学校宍粟市立一宮南中学校宍粟市立一宮南中学校宍粟市立一宮南中学校宍粟市立一宮南中学校
　　　　　　　　　震災学習　　　　　　　　　震災学習　　　　　　　　　震災学習　　　　　　　　　震災学習　　　　　　　　　震災学習受入受入受入受入受入

11/1 ～ 11/30

11/2211/2211/2211/2211/22出石市民農園出石市民農園出石市民農園出石市民農園出石市民農園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(((((たまねぎ移植たまねぎ移植たまねぎ移植たまねぎ移植たまねぎ移植)))))
11/2311/2311/2311/2311/23「「「「「いいいいいままままま「「「「「協協協協協同同同同同」」」」」を拓くを拓くを拓くを拓くを拓く20082008200820082008
　　　　　全国集会全国集会全国集会全国集会全国集会 in  in  in  in  in 新潟」新潟」新潟」新潟」新潟」パネリストパネリストパネリストパネリストパネリスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(((((田中田中田中田中田中)))))
11/2611/2611/2611/2611/26山口県曹洞宗宗務所研修受入山口県曹洞宗宗務所研修受入山口県曹洞宗宗務所研修受入山口県曹洞宗宗務所研修受入山口県曹洞宗宗務所研修受入
11/2611/2611/2611/2611/26JICAJICAJICAJICAJICA 研修受入研修受入研修受入研修受入研修受入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（（（（神神神神神戸戸戸戸戸まままままちちちちちづづづづづくくくくくりりりりり研研研研研究究究究究所所所所所）））））

11/2811/2811/2811/2811/28岡山看護学校岡山看護学校岡山看護学校岡山看護学校岡山看護学校震災震災震災震災震災研修受入研修受入研修受入研修受入研修受入
11/2811/2811/2811/2811/28長田区役所いきいき部会長田区役所いきいき部会長田区役所いきいき部会長田区役所いきいき部会長田区役所いきいき部会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席出席出席出席出席
11/2911/2911/2911/2911/29應典院講演應典院講演應典院講演應典院講演應典院講演(((((田中田中田中田中田中)))))
11/2911/2911/2911/2911/29出石市民農園出石市民農園出石市民農園出石市民農園出石市民農園
　　　　　　　　　　　　　　　（（（（（大大大大大根根根根根配配配配配達達達達達、、、、、たまねぎ補植）たまねぎ補植）たまねぎ補植）たまねぎ補植）たまねぎ補植）
11/3011/3011/3011/3011/30語り部研修語り部研修語り部研修語り部研修語り部研修（（（（（淡淡淡淡淡路路路路路島島島島島
　　　　　　　　　　　　　　　富島地区と野島断層保存館）富島地区と野島断層保存館）富島地区と野島断層保存館）富島地区と野島断層保存館）富島地区と野島断層保存館）
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